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２０２４年 (令和６年)度 事業報告書 

（2024 年 4 月 1 日から 2025 年 3 月 31 日） 

                      認定特定非営利活動法人フードバンク信州 

                                                             

Ⅰ 事業の総括 

〔事業目標〕 食を通した循環型社会の構築 

2024年度は、コロナ禍に続く諸物価高騰により生活困難者の状況が深刻さを増し、食を基

盤とする循環型社会の構築に向けた活動が一層重要となり、フードバンク等民間の支援活動

への期待が高まった。 

フードバンク信州は、米不足や食品の値上げなど食を取り巻く環境の変化に対応し、行政、

団体、企業等との連携、協働により社会的に課題を抱える家庭や個人を支える支援の仕組み

づくりを進める活動に取り組んだ。 

 事業運営にあたっては、助成金・補助金の活用及び、会費、寄付金の増収の働きかけ等に

より、安定的、継続的な事業推進の基盤強化に取り組んだ。 

 

Ⅱ 事業の柱 

１ 食料循環による地域連携活動の推進 

 

  物価高騰による食料支援ニーズの増加に対応する寄贈食料の受け入れのための情報発信、

協力呼びかけ等に取り組み食料の受入、提供の体制強化をはかった。 

  食料寄贈の協力者数でみると、企業や団体数及び個人の寄贈者数は前年度を上回ってお

り、活動への理解、参加意識は広がっている。  

  フードドライブについても、地域イベントや企業、団体活動の中での実施が増加してお

り、関心の広がりがみられた。 

  一方、提供については、コロナ禍に続く物価高騰の影響により、支援ニーズが増加した

ため、フードバンク信州の入出庫管理とコーディネートによる、市町村社協や地域拠点団

体との連携による支援活動を進めた。 

  また、中間支援組織として広域圏の食循環による地域づくりを目指し、長野県や長野県

社会福祉協議会、10圏域こどもカフェプラットフォームとの連携による活動推進にも重点

的に取り組んだ。 

 

２ 子育て世帯への緊急支援活動の継続   

   

  物価高騰問題は、子育て世帯への影響がより大きいことから、企業等からフードバンク

信州に寄贈される食品を、長野県内の 10地域のこどもカフェプラットフォームに提供する
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活動を広げ、広域での活用を広げ、企業と地域のつながりを広げる活動に取り組んだ。 

 また、コロナ感染拡大の影響で制度の狭間で支援を受けていない世帯や地域のこども食

道を利用できない子育て世帯を対象に、緊急対応で 2020年度に開始した「子ども応援プロ

ジェクト」は、2023年度・2024 年度は物価高騰緊急対応で継続実施した。5年間の延べ支

援件数は、約 8,300 件となった。長引く物価高騰の影響で家計が厳しい子育て世帯が増加

し、緊急的な食料支援プロジェクトへのニーズは増加している。 

制度の狭間の貧困ニーズに対応する個別、緊急的な支援は地域の市町村社協や困窮者支

援団体の活動にも広がってきている。 

 

３ 休眠預金助成を活用した広域圏支援事業の推進 

   

休眠預金を活用した「新型コロナ及び原油価格・物価高騰対応支援事業」助成を受け、

制度の届いていない困難課題を抱えた家庭（グレーゾーン）の人々のニーズを掘り起こし、

必要な人に必要なものを届ける活動を多様な地域で展開する事業を応援する緊急枠事業を

2023年度に引き続いて実施した。 

   長野県みらい基金、長野県社会福祉協議会、フードバンク信州の 3団体がコンソーシア

ムで資金分配団体を構成し、長野県内１１の実行団体の活動を支援し各地域での新たなニ

ーズの発見と新たな手法による緊急支援事業の広がりを支援した。 

  緊急支援事業では制度では見えにくい困窮ニーズを発掘し、食料支援を中心に日用生活

用品、燃料等のニーズに対する支援活動を展開し、実施地域の新たな緊急支援活動のネッ

トワークの構築につながった。 

   

 

４ 多様な協働による事業の推進 

(1) 長野県フードバンク活動団体連絡会の活動 

2021 年 9 月に発足した連絡会には、県内の行政、社会福祉協議会、支援団体等が参加

し、協働事業で「県下一斉フードドライブキャンペーン」を実施し、県内の食料循環の活

動の普及に取り組んだ。 

(2)  広域フードパントリーの共同運営 

長野県社会福祉協議会と社会福祉法人等が連携し、2021 年 6 月に設置した広域フード

パントリー「むすびや」は、広域の共同倉庫と県内への食料配送の拠点として役割を担っ

ている。 フードバンク信州は共同運営に参加している。 
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Ⅲ 事業実施状況 

ア食料の受入と提供実績  
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【食料の提供実績】 
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食 2024 子ども応援プロジェクト実績  

 

 休眠預金助成による緊急支援事業の実施状況  
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 休眠預金助成による緊急支援事業の実施状況  
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Ⅳ 組織運営 

 

(1) 会員の構成                    

２０２５年３月３１日現在 

 団体 個人 合計 

正会員 ２２ １９ ４１ 

賛助会員 ４８ ２５ ７３ 

 

 

 (2) 理事会 

 

第１回 ２０２４年５月２１日 もんぜんぷら座 ３０１会議室 

・２０２３年度事業報告（案）・会計報告（案）について 

・２０２４年度事業計画（案）・予算（案）について 

・役員の選任および役員報酬の額について 

・２０２４年度通常総会の日程について 

 

第２回 ２０２４年９月９日 もんぜんぷら座 ３０１会議室 

    ・旅費規程の改正について 

 

第３回 ２０２５年１月３０日 もんぜんぷら座 ３０４会議室 

・運営資金の借入について 

・２０２５年度事業の推進計画について 

 

    

 

 


